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Li然教育闘では，H臼和 24年設立以来，一般入｜謝者，児童 ・生徒，大学生教員，研究者を対象とした各種

の教育活動を実胞してきた。

一般入国者を対象とした教育活動としては，園内各所に設けられた各種の教材園における野外展示（昭和

24年度～現在），設問板による案内 （昭和 34年度～現在），解説板による案内（昭和 41年度～現在），イ

ンセクタリ iノム案内（昭和 44年度～現在），日限野外案内（昭和 36年度～現在），学校等の団体案内（昭

和 24年度～現在）， また，子供たちを対象とした研究会と しては，夏の子供野外動植物研究会 （昭和 26～

36年度），動他物機本コンクーノレ （附和 29～36年度），野鳥愛護に関する懸賞募集 （昭和 26～36年度），

また，｜品外0）自然を利用した自然、観察会 （ug和 43年度～現在）などがある。

一方，大学生・教員・ 研究者などいわゆる指噂剖習を対象としたI溝佳実習としては，教材生物研究会

(II｛矧］ 25～35年！変）， 生態学講座 （II臼和 27年度～現在），臼然保護1講座 。昭和 43年度～現在），野外生態

~宵 (ll{!i和 48 年度～現在） などを実施してきた。

二の 30余年間に実lil!iしてきた自然教育閣の教育活動は，時代の要請や教育の対象や方法に違いこそあっ

たものの，恨底には自然、を正しく理解し，ひいては自然保護の忠；恨のl白揚を意、図していた点では一興 してい

たと思われる。

このたび，生態学講座が 30回目を迎えるに当って，過去 30年間の資料を整理 分析してみることにし

f.:.o 

顧みれば，II｛！，和 29年 5JJ，日本生態学会の第 1回大会が， 自然教育国内で開催されるなど， 日本での

生態学の発展と自然教育園とは浅からぬ因縁があった。また，今日ほど生態学への社会的関心が高くなかっ

たllH和 27年頃に生態学講座が開講されたことに意味があり，その後 30年間続けられたことにl11!i値がある

と山われる。おそらく ，日 本の生態学の普及に架した役割はきわめて大きいと確信している。

この報告が， 今後の生態学講座， さらには指導者Jrijを対象にした教育活動を実施する上で一つの指針とな

れば卒いである。

この報告を書くに当っては，これまで生態学講座をはじめ種々の教育活動を長年にわたり暖かくご指導い

＊国立科学博物館付属自然教育関，NationalPark for Nature Study, National Science Museum 
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ただいた東京大学名誉教綬門司正三先生，東京都立大学名誉教授宝月欣二先生，千葉大学教授沼田真先生，

産業医科大学教授北沢右三先生をはじめ講師の先生方，また，企画・運営にご尽力されてきた自然教育園の

旧職員の方々に厚くお礼申し上げる次第である。

自然教育園の講座・実習

自然教育｜週における指義者層を対象とした教育活動は，生態学講座を主な柱としながらも，f也の研究会

講座・実習とのかかわりあいの中で実路されてきた （図 1）。 ここで， それらの研究会 ・講座・実習につい

ての概要を述へる。

政材生物研究会

生態学（入門）講座

生態学専門鴻座
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図 1. 自然教育園における講座・実習の実施概要

この講座は，主として小 －中・高校の教員を対象に実施されたもので，身近かな自然物や現象を教材とし

て活用するために必要な知識や技術を，講義や実習を通して習得しようとするものである。 H信和 25年度よ

り昭和 35年度までに 23の研究会が開催された。その一例としてH臼和 27年度に実施された教材生物研究

会は表 lの通りである。

lli:l和年月臼 （曜日） ｜ 
27. 6.19 （木）

6.28 （土）

6.29 （日）

9.13 （土）

9.14 （日）

10. 4 （二l二）
10. 5 （日）

2. 生態学講座

表 1. 教材生物研究会

研究会名

ショウジョ ウハエによる遺伝の実験法

生体観察のしかた （原形質の生態観察）

かびの分煩－培養鋭祭のしかた

シタの分類研究会

r:';j等純物の分rwt研究会

r:':jてす歯煩の分fji研究会

茎の形態研究会

-U(!i和 27年度

；梓

来！協大五日II

虻i Lil 利脊造

F~ J 京弘玄

伊藤 洋

l奥 111 春不

小林 必 HI~

小倉 ,n~ 

生態学講座は，IJ自講からしばら くのIHIは， 「生態学入門講座」と 「生態学専門，昨座」とに分けられてL、た。

入門講座は，生態学全般にわたった基縫的な問題を取り上げ 1～2週間をかけて，主として講義を通して理
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解を深めようとした。一方，lJi・l"J講座は，生態学の各分野における先端的な研究を紹介するという趣旨から，

3～6日間の日数をかけて，講義・実習を通して理解を深めようとするものである。専門講座は，昭和 43

年度で中止になったが，これに伴L、入門講座を鉱大し， 「生態学講座」と改称され現在に至っている。詳細

については，項を改めて述べる。

3. 自然保護講座

この講座は，自然保護問題がマスコミ等を通じて社会に広くアピーノレされ始めた昭和 43年に企画され，

翌年のUP,和 44年 1月に開議された。本講座の趣旨は， 自然、の保護 ・保全について，本質的かっ具体的な

i::J題をとりあげ，その概念を体系的に把慢し，あわせて自然保護の実情についての理解を深めようとするも

のであるけ昭和 52年度までは，日曜，祝日の一日を費やし“生態学の立場”から実施していたが，その

後受講者j習の主体が学生から教員・ 地方公務員・主婦などに変化したため，土隈日の午後，またサブタ イ ト

ノレ も“身近かな自然、保護入門”に変史した。昭和 54年度に実施した自然保護講座は，表2の通りである。

11(3和年月 日（曜日）

55. 1.19 （土）

1.26 （七）

2. 2 （土）

2. 9 （土）

2.16 （土）

2.23 （土）

3. 1 （土）

3. 8 ( ¥-.) 

4. 野外生態実習

表 2. 自然保護講座 （身近かな自然保護入門）

講座内容

自然保護の現状

野生動物の保護と人間生活

水の汚れと生物

環境指際

都市の緑地

土の中のダニによる環境診断

自然保護教育と自然観察会

海外の自然保護地域

？誌

nHH－ 
和一一帥

翌日一

度
年（

a唯一
Fhu’ 

柴 田敏隆

加 藤隆奥雄

手塚 泰彦

大 野 正男

奥 田重俊

青木 淳一

小 Jll 潔

千家 官麿

教材生物研究会が昭和 35年度，生態学専門講座が昭和 43年度で中止となり ，その後の生態学 ・自然保

護問講座は講義形式のものであったため，受講者から実習を含めた講座を開催してほしい旨の要望が出され

ていた。

そこで，新たに実習を主体とした「野外生態実習」が昭和 48年度から開始された。この実習は，主とし

て本国をフィーノレドとして， 1テーマにつき 2～4日間で野外調査を行ない，データーの取り方，整理・解

表 3. 野外生 態 実習 ー｜！日和 52年度

llB和年月日 （限日） 実 習テ 一才 議

知

52. 5.28 ( IJ～29(11) I-成動物の山1ベプ1 青木淳

7. 21土）～ 3~ ~n 
7. 9 I二）～10日 ヒキガエノレの｛｜占1体識別と数のかぞえ方 金森正直

8.11 （本）～14(I I) 他物lt日ちのわけ方 奥 川 重俊

8.18 （オミ）～2L（日） 植物1咋？告の遷移の調べ方 大賀宣彦

9.16 （金）～18（日） 水生動物による水質の判定法 久 居宣夫

10. 8 （七）～10（月） 野外観察会の指導の方法 矢野 亮

11.19 （土）～20（日） 鳥のセンサ久 千羽晋示
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析のし方などを，講義を通して共体的かつ体験的に自然をとらえようとするものである。徹底した指導が行
なわれるよう，また，実習の｜氏自然教育闘の生態系が損なわれないよ う配慮して，定員も 20名としてい
る。

;;,Y；向Iiは，大学・研究所の学番に依~Jiすることもあるが，近｛le当｜員研究峨員が担当する事が多 く なっ ている 。
11討和 52年度に実胞された野外生態実留は，ぷ3の通りである。

生態学講座の講座内容・講師等

昭和 27年度より H信和 56年度まで実施された生態学，＼待目玉のJVJI首1・講座内容 満州等の概吹：は次の.illりで
ある。

1. 期間

生態学講座が開，WIした11(1.和 27年度から 3年聞は，年!illを通して，主として「111{1/lcl tこ’｝！施されたが，H討和
30年度からH臼和 38年度は， 7 8 ll の反 ltll休暇＂P lこ実施された。その後は，；昨日i iiの先生方が夏!Ul休暇，＿，，に l~
j明出張の機会が多いことなどから，昭和39年度以降 3月中・下旬の春JtJl休暇＂，.，に実施されるようになった。
2. 講座内容

第 1四月の生態学講座は，他物｜刻係のみでスター卜したが，2回｜｜からは動物l州系や無機関係の内容も組
み込まれてきた。その後，昭和 35年度より， 内容の組立ては，はじめの講座て・生態学の概論を講義し，他
物，動物と続いて，最後に生態系でしめくくるとL、う組立てに定着してきている。なお，ug和 49, 50年度
は，出席状況の関係で，動物を前半に他物を後半に移動したこともある。

3. 講師

講自1tiは，大学あるいは研究所などから，それぞれの-WT'Jの先生をお焔きしている。II日和 39年度頃より，
生態学講座開』海の頃， 当時学生と して受講していた行手研究着が生態学。排出の講師として続々と登場してき
ている。これも長年にわたって実施されきた当生態学講座の大きな特徴のーっといえよう。

過去 30年！Lt！の生態学（入｜“l)講座及ひ．生態学専門就座の実胞即l日・議庄内容・講師は表4のj盛り である。

受講者層の変遷

＂持座には， どのような人 （I~従来・ J,_liJ女科目） が ， どこから （居1l：地域）， どのくらい （人数）が受減する
かを犯握しておくことは，講座の実施期日や議凶内容・講師の選定などを検討する上に欠かすことのできな
い要素である。幸い，当講座では，申込1侍に氏名・住所・勤務先叉は学校名 専攻科｜二lなどを明記させてい
るし，また，講座申込者数 －受講者数の1記録もある。

これらの資料をもとに，この 30年間に受講者！習がどのように変遷してきたかを検討してみた。全ての年
度について検討すると莫大な量になるため，地戚・職業・専攻科目については，生態学講座の初期（昭和
32～33年度），中期（昭和 40～41年度）， 後Wl（昭和 54～55年度）の3JU！， それぞれ 2年度の資料で詳

しく検討してみた。

1. 受講者延数

附和 27年度から11(1和 55年度までの生態学（入「＇J）講座の受”持者延数と一議出当りの平均受，i,Yiお数は，凶
2の通りである。

受講者延数は，初期上昇，中Wl平行，後WI下降という傾向がみられる。 初期の上昇は，生態学への｜銅心の
高揚，後期の下降は，昭和 45年頃よりの生態学関係の出版ブームや昭和 50年度よりの講座の有料化なと
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表 4. 生態学 （入門）講座，生態学尊門講座の実施状況

昭和 29年度

29. 4.18 （日）｜動物生態学の概観 ｜野中l純 一

4.25 （日）｜槌物生態学の概観 ｜宝 fl欣 二

5. 9( IJ)I気象条件（汎気象） ｜野村総 －

5.30（日）｜気象条例 （微気象） ｜野村健 一

6.13 （ ~I) I植物鮮落の光条例 (Ill門 司正 三

6.27 (I」）｜植物鮮落の光条件 （II)I門 詰l正 三

8.24（火）｜植物鮮落と土機条件｜宝月欣 二
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112和 28年度

28. 4.12（日）｜植物生態学のl歴史と方｜門司正 三
｜法

4.26（日）｜動物生態学の勝史と方｜北沢右 三
法
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8.25 （水）植物の水条件 Ill 1lf~i 忠 良

8.26（木）純物の水分経済 出附忠良

8.27 （金）生態系 I （機能） -It 昔、：右三

8.28 （土） 生態系 II （構造） 北 沢右 三

9.12 ( 11) 動物の分布 野中｜健一

10. 3 ( 11) l作総統，l+ ( I ) 討iIll :r~ 
10.24 ( 11) Jtt.l'格統，l+ (II) 討i111 t~ 
11.28(11) 動物の個体生態 下井t進 ri

12 .12 ( J:l) 動物の個体群生態 下泉：！£（古
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11(5和 32年度

32. 8.14（水）｜植物生態学の概観 宝月欣 二

8.15 （木）｜動物生態学の概観 ｜下 泉 重 吉

8.16 （金）｜植物群落の物質生産とI1主伯敏郎
光条件

8.17 （土） 動物の分布 野 村 健 一

8.18 （日） 動物の個体1洋と群集 III 111 dと

8.19（月） 植物生態分布 梨問 官r1Ji

8.20（火） 森林1rn品の遷移 佐藤大七自11

8.21 （水） 植物群落と水分条件 問崎忠良

8.22（木） 海産動物の生態 楠山義夫

8.23 （金）群務構造の解析 沼岡 ;r:i; 
8.24（土） 森林土嬢 大政正隆

8.25（日）陵水生物の生態学 津田松苗

昭和 33年度

33. 8.11 （月）｜生態学の基礎理論 ｜門 司 正 三

8.12 （火ll動物の個体と個体群の｜下 泉重 i';
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36. 7 .26 （水）｜生態学の基礎理論 ｜門 司正 三

7 .27 （木）｜動物の個体 と個体群 ｜下泉重 1i
7.28（金）｜動物の群集 ｜ 掘 越 増 輿

7 .29（土）｜動物の社会 ｜：｜七 沢省 三

7 .30（日）｜気象条件と動物の分布｜野村総 －

8. 1 （火）｜植物の生活と環境 ｜田崎忠良

8. 2（水）｜植物群落の物質生産｜佐伯敏郎

8. 3（木）｜植物群落の分類と分布｜宮脇 II自

8. 4（金）｜純物群落の構造 I 'IEJ u1 J'l: 

8. 5 （土）｜植物鮮務の遜移 ｜門 訂l正 三

8. 6（日）｜生態系 I：宝月 欣 二

8. 8（火）I 1u1也草原および高層湿｜！岩城英夫
～8.10（木）｜原の生態（野外実習）11怒川文次郎

昭和 37年度

37. 8. 3（金）｜生態学の基礎理論 ｜北 沢右 三

8. 4（土）｜植物の生活と環境 I III崎忠良

8. 5（日）｜植物群旅の構造 ｜沼 l封 真

8. 7 （火）｜植物群落の分類と分布｜宮脇 町

8. 8（水）｜光条件と物質生産 ｜野本宣夫

8. 9（木）｜植物群落の遷移 ｜宝月欣 二

8.10（金）｜動物の個体群生態 ｜下泉重吉

8.11（土）｜動物の群手長生態 ｜；堀越地興

8.12 ( 1-1 l I気象条件と動物の分布｜野村健 一

8.14 （火）｜動物の例会経済

8.15 （水）｜生態系

北 沢イ1

l"J ,;j正 三
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40. 3.19（金）｜生態学の基礎理論
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3.31 （水）｜生態系 三 品次郎
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U(l和 40年度

41. 3.12（土）｜生態学の基礎型論 ｜宝 月 欣 二

3.13 （日）｜植物群落の構造 ｜沼 田 真

3.14 （月）｜植物群落の分類 ｜宮脇 町

3.15 （火）I植物群落の水分条件｜ 戸塚 紡

3.16 （水）｜植物群務の光条件と物｜野本宣夫
｜質生産

3.17 （木）｜ グ （実習）｜ グ

3.18 （金）｜植物群落の土域条件 と｜忽川文次郎
物質循環

3.19 （土） （実習） " 
3.20（日）｜植物群落の遜移 大島！長行
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ilB和 41年度

42. 3.12 （日）｜生態学の基礎理論 l宝 月欣 二

3.13 （月）｜植物群怖の構造 と分類｜’白！協 Ill{ 

3.14 （火）｜楠物群落 と栄養塩類 ｜翠川文次郎

3.15 （水）｜植物群落と水分条件 ｜牛島 忠広

3.16 （木）｜植物群落と光条件 ｜｛ム伯敏郎

3.17 （金）｜森林の物質生産 ｜峰 屋欣 二

3.18 （土Jill<.界の物質生産 ｜有賀紡 勝

3.19 （同）｜縞物群務の遜移 ｜伊藤秀 三

3.20（月）｜動物の行動 I 11高 敏隆

3.21 （火）｜無脊椎動物の社会 ｜近藤正 樹

3.22（水）｜高等動物の社会 ｜浦 本 国紀

3.23 （木）｜動物の個体i洋生態 ｜中 村方 子

3.24（金）｜動物の地理！分布 ｜議 El:I長久

3.25 （土）｜動物の群集生態 ｜北沢右 三

3.26 (II) l1ic態系 I .It i沢 市 竺
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ll(J和 42年度

43. 3.12（火） 生態学の基礎理論 /?{ IEI 京z

3.13 （水）光条件と税務光合成 ｛ι伯 i政日11

3 .14 （木） 植物群落と水分条件 牛 jゐ 店、 広

3.15 （金）植物1f（；’F存と栄養胤類 主2川文次郎

3.16 （土）植物の銃争現象 広 井 敏 タj

3.17 （日） 森林の物質生産 蜂 ！3-l欣 二

3.18 （月） 水界の物質生産 有釘科j勝

3.20（水）植物群落の分類 宵 l協 llH 

3.21 （木） 動物の行動 小）Jj（泌 IYJ

3.22（金）動物の似体群生態 中 村方子

3.23（土）無脊椎動物の社会 近藤正樹

3 .24 （ ~I) 高等動物の社会 iili：本昌紀

3.25 （月） 高等植物のi出J!Jl分布 ！.＇.＼ 川 i正久

3.26（火）動物の群集生態 ，｜七 沢右 三

3.27 （水） 微生物の生態 手塚泰彦

3.28（木）生態系 三 μ次自11

3.29（金）植物若手総の溢移 大島旅行
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3 .29 （木）｜動物のエネノレギー経済｜斉膝 官

3.30（金）｜生態学の発展 ｜門 官l正 ＝
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1113和 48年度 昭和 52年度

49. 3.20（水）生態学概論 北沢右 三 53. 3.17({Jt)I生的論 沼田 真

3.21 （木）植物の社会 奥富 m 3.18 （土）植物の社会 奥田 重 俊

3.22（金）植物群落の生産力 翠川文次郎 3.19( H) 植物群落の遷移 大賀宣 彦

3.24（日）植物の遜移 大 島 康 行 3 .21 （火）櫛物の生活と物質生産 大島康 行

3.25 （月）植物群落の環境 閏崎忠良 3.22（水）土機微生物の生態 干ll田秀徳

3.26（火）動物の行動 山 岸 宏 3.23 （木）動物の個体群生態 宮 下手口 喜

3.27（水）動物の社会 （無脊椎） 近 藤 正 樹 3.24（金）動物の群集生態 北 沢右 三

（，） H （脊椎） 浦本 昌 紀 3.25 （土）動物の社会 水原洋城

3.28（木）動物の個体群生態 宮 下和 喜 3.26( l:f) 生態系 宝月 欣 二

3.29（金）動物の若干集生態 三 島次郎

3.30（土）土壌微生物の生態 高 井 康 雄 昭和 53年度

3.31 （口）生態系 山本放太郎
54. 3.15（木）生態学概論 門司正 三

112和 49年度 3 .16 （余）植物の社会 奥 田重俊

3.17 （土）純物群落の遜移 大賀宜主主
50. 3.19（水）生態学概論 門 司 :JF.ゴ三 3.18 ( 11) 植物の生活 大島康行

3.20（木）動物の行罰則 奥井 一 満 3.20（火）水界の物質生産 有 't'l祐 J勝
3.21 （金）動物の社会 四 Ill利 貞 3.21 （水）土峻微生物のさF＿態 手r1岡秀徳、

3.22（土）動物の個体群生態 宮 下和 喜 3.22 （木）動物の社会 水 原洋城

3.23( I二I)土機微生物の生態 高 井 康 雄 3.23 （金）動物の行動 iiH本 昌 紀

3.25 （火）動物のi洋集生態 三 島次郎 3.24 （土）動物の個体群生態 宮下草~I 喜
3.26（水）植物の社会 奥 (ii; ii'i 3.25（臼）動物群集と生態系 北沢右 三

3.27（木）植物wn名の環境 牛島忠 11~

3.28（金）水界の物質生産 有 賀祐）傍 昭和 54年度

3.29（土）生態系 北沢右 三

3.30( II) 当態系と 人｜甘l m lfl ょ1
55. 3.19（水）生態学概論 門司正 三

3.20（木）植物の社会 奥 富 il'i 

昭和 50年度 3.21 （金）植物群落の遷移 木村 允

3.22（土）植物の生活 大島康行
51. 3.18（木）生態学概論 三 島次郎 3.23（日）水界の物質生産 有賀税ij務

3.19（金）動物の行動 奥井 一 滴 3.25（火）土壌微生物の生態 和田秀徳
3.20（土）動物の個体群生態 宮 下杭l喜 3.26（水）動物の社会 近藤正絹
3.21 （日）動物の群集生態 北沢 右 三 3.27（木）動物の行動 奥井 一 満
3.23（火）土嬢微生物の生態 高 井 康 雄 3.28（金）動物の個体群生態 宮下和 喜
3.25 （木）水界の物質生産 有資材1I勝 3.29（土）動物群集と 生態系 三 島次郎
3.26（金）植物群務のf霊移 大島康 行

3.27（土）生態系 宝 月 欣 二

3.28（日｝植物の社会 奥田 重 俊

昭和 51年度

52. 3.17 （木）生態学概論 北沢右 三

3.18 （金）維i物の社会 奥問 重 俊

3.19（土）植物群落の遜移 大賀 宣彦

3.20（日）植物群落の物質生産 峰 ffi欣 二

3.21 （月）土機微生物の生態 高 井 康 雄

3.23（水）動物の個体蘇生態 中村方 子

3.24（木）動物の群集生態 三 島 次 郎

3.25 （金）動物の社会 水 原 洋 城

3.26（土）生態系 門司 正 三
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昭和 55年度 昭和 56年度

56. 3.19（木）生態学概論 宝月欣 二 57. 3.14（日）生態学の歴史 門司 IE三

3.20（金）植物の社会 奥富 H、．・;・ 3.16（火）植物群落の遷移 木村 允

3.21 （土）植物群落の遷移 木村 允 3 .17 （水）植物の社会 奥？包． m 
3.22 （日）植物の生活 大島康行 3.18 （木） 植物の生活 大島康行

3.24（火）水r手の物質生産 有 1'.lt11 勝 3.19（金）陸上の物質生産 牛ぬ忠広
3.25（水） 土嬢微生物の生態 高井康雄 3.20（土）動物の行動 奥井 一清i

3.26（木）動物の社会 水原 洋城 3.21 （日）動物の社会 水 })f（洋城

3.27 （金）動物の行動 奥井 ii~j 3.22（月j土機微生物の生態 和lSI秀徳

3.28 （ゴニ）動物の個体1洋生態 宮下和 ft.: 3.24（水）動物の個体1洋生態 宮下和喜

3.29(11) 動物群集と生態系 三 仏次！!II 3.25 （木）生態系 三 bi;渉：日II

生態学専門講座

昭和 28年度

l昭和年月日｜ ｜ ｜ 講座内容｜講師
（曜 日） ｜ ｜ 

28. 6. 7 （日）｜尾瀬に関する研究 ｜鈴木 H寺犬

1. 5 ( 1.1)1湖沼植物の生態 ｜宝 ）J欣 二

9.20（日）｜変態の生活！ ｜深終局次

10.25 （ 日 ）｜植物の光遡 O~J ） 性 ｜八巻敏雌

ll . 22( 1~ ） 1諏訪湖l及び尾瀬ケ l京の｜北 沢右 三
｜動物群集 ｜ 

12.20 （日）｜昆虫の繁殖 ｜野村健 一

29. 1.17 （日）｜植物群落の遜移 ｜門司正 三

2.28（日）｜植物群務の分散精進 ｜沼 i到 真

昭和 29年度

29. 6. 6（日）｜高 山の生態

7. 4（日）｜湖沼と湿原の生態

8.29 （日）｜動物心J!I[

9.23（木）｜変態

11. 4 （木）｜光週性

北沢ホ 三

宝月欣 二

丘直通

深谷昌次

八巻敏雄

30. 2.13（日）｜森林の物質代謝とその｜佐藤大七郎
｜応用部での意味

2.27 （日）｜槌物群落の遷移 ｜門 司正 三

3.20（日）｜帰化純物の生態 ｜沼 間 真

昭和 30年度

3ο. 9.ll （日）蚊の繁殖の生活！および｜細井輝彦
性慾

9.25（日）植物の水分経済 I lfl 崎忠良

10. 2 （ ~I ) I湖沼の物質循環 ｜宝 凡欣 二

11. 6(1J)i昆!ilの変態の生政！ ｜深谷昌 lX

11.13 ( IJ) I植物群落の光条件 ｜門 司正 三

ll.27(1J)i生物の相互作用につい｜森 主 ー
｜て

12. 4（日）にん虫の栄養と代謝 ｜：石対象二郎

12.11 （日）｜森林裕 ｜栗！干l 勲

31. 2. 5（日）｜水産生物資源 ｜檎 1J.1義夫

2.12 （日）｜竹林の生態 1R If! J'~ 
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ll{:l和 42年度

43. 2.17 （土）｜サ ンプ リングのしかた｜崎野滋樹

～3. 3 （日）
の毎土日

U{:l和 43年度

44. 3.28（金）｜水界の物質生産

3.29（土）｜森林の物質生産

3.30( UJI草原の物質生産

ll{:l和 37年度
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生態学講座受講者の経年変化図 2.

が影縛しているとも考えられるが確証はなし、。また，年度ごとの変動は，会員募集の際の広報のしかたの成

否に負うところが大きいと考えられる。

また，一講座吋りの平均受講者数は， その年度の講座数との関連はあるが，昭和 44～52年度までは比較

的多かったが，その他では変動は大きし、。この原因は！”らかではない。



- 48 - fドー態学講座 30年の歩み

2. 地域

講座受講者の居住地域を， 東京飾区内，東京郎区外，相11 ~，長川 ・千葉 . ；.奇玉の隣般県，栃木.1失城 1t'f.I.号の

IX'I東近県， その他の地戚に分け，それぞれの年度ごとにその割合を／－Hしてみると友5のようになる。

すなわち，初期（昭和 32～33年度）は，受講者の 3分の 2以上が東京都区内で，残り 3分の lが東

京都区外及び神奈川・千葉・崎玉の隣接県で，｜拘束近県，その他から僅か受講者がある程度である。また，

, FiJm （昭和 40～41年度）は， 東京都区内がおよそ 2分の lで，東京都区外及び隣接県の受講者がやや増

加する傾向がみられた。しか し，後JVJ（昭和 54～55年度）は，東京都区内受講者が約 3分の lで，東京

都区外 ・｜燐後県や関東近県も噌加する現象が見られるが，特に遠隔道府県からの受講者が円伝っているU昭

和 32,40, 55年度の受講者の居住地域をあらわしたのが図 3である。

表 5. 各期における受講者の居住地域

品以寸伊J 朋｜巾期 l後
32 1f皮 I33年度 40年度 I41年度 54年度 I55年度

人% 人% 人男6
10人1(§i) 3入5 （~） 人%

東京都 23区内 182 (75) 128 (66) 142 (57) 51 (30) 

東京都 23区外 33 (14) 19 (10) 35 (14) 22. (12) 27 (24) 26 (15) 

神奈川 ・千葉 ・崎玉 27 (11) 41 (21) 66 (26) 61 (32) 36 (32) 56 (33) 

栃木 ・次城 ・群 馬 1 ( 1) 6 ( 2) 2 ( 1) 3 ( 3) 6 ( 4) 

そ 。コ ｛也 1 (0.4) 4 ( 2) 1 (0.4) 1 ( 1) 12 (11) 29 (17) 
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図 3. 居住地主主別にみた受講者
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lli:l和 32年度は 1都 4県， 40年度は 1都 7県，そして 55年度は，1都 l道 2府 17県に及んで

いる。このような現象は，交通機関の発達やそれに伴う意識の変革，都心人口の減少，「自然保護」，「私た

ちの自然」，「アニマ」，「生物科学ニュース」など全同誌にひんぱんに広報されはじめたことなどの原因が考

えられる。集，－，，講義のため，10日間余を東京の友人宅に寝泊りして講座に通うのであろうか。講座初日に

はシュラフをかかえた熱心な受；伴者をよく 日にする。

3. 職業

受講者のl械業を大きく分けると，学生 教員・ 一般に分けることができる。

それぞれのJP！の大きな特徴は，初l切は教員が全申込者数のが）3分の 2を占め学生 －一般が少ないこと，

, ,, J切は教員が激減し，学生が 3分の 2以上を111めること，後期は学生が約 2分の lを占めるものの教員・

一般が場加し，概端な偏りがなくなったことなどが特徴といえよう （図 4）。

50 100% 

32 巨三彰勿勿勿タタ勿タヨ｜｜｜｜｜｜｜
33 巨彰~グ%jJJlllllll

形矧111111111
f%allllllll 

~1111111111111 1 
~1 11111111 1 111 1 1 

昌学生 園教員 凹一般
図 4. 職業男I］にみた受講者の内訳

このような大きな変動は，113和 36年度まで当国が文部省大学学術局に所属していたため学校教育との述

Jj'~が深かったため，教員の受講が多かったこと，また， 昭和 39 年度以降は， 3 月中・ 下旬の春期休暇中に

講座が実施されたため，学校行事等の関係で教員が参加しにくくなったことなとの原因が考えられる。

また，職業別にさらに細かく分析してみると，教員は，初期には小学校の教員が圧倒的に多く ，中学校教

員，高等学校教員と統L、ている。 113和 40年度以降は，全体的に教員の受講者が減少しているためあまりは

っきり したことは言えないが，高等学校教員の増加する傾向がみられる。

また， 学生は，理学部， J~!J:学部など生物系学部のある東京教育大 ・ 東京都立大・東京良工大 ・ 東京学芸

大 ・横浜市立大 ・千葉大 ・東京大・お茶の水女子大 ・東邦大・麻布大・東京戊業大などの学生が多いが，近

年では，早稲庇i大鹿応大 ・日本女子大東海大立教大 －文化学院 ・日米会話学院など文科系 ・工学系の

学部や専門学校の学生の受講が桶える現象がみられる。なお，昭和 55年度の大学数は国公立大学 20校，

私立大学 19校の計 39校に及んでいる。
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表 6. 各期における教員の学校別の割合

海ト乏土
初期 中 期 後 期

32年度＊ I 33年度＊ 40年度 I41年度 54年度 I55年度

入% 人% 入% 人% 人% ｝＼% 
-:+. 校 75 (46) 61 (47) 11 (27) 4 (17) 11 (33) 5 (21) 

ρ－叫f一 校 59 (36) 38 (29) 8 (20) 9 (39) 6 (21) 5 (21) 

！同日j 等 ρ寸u」， 校 29 (18) 30 (23) 22 (54) 10 (43) 12 (41) 14 (58) 

計 。dau 

噌

i 凸ヨηr
“
 

噌
E
A

* 32. 33年度は申込者数，｛出は出席者数

また，一般は，初JO］・ ，－1寸J!Jlの頃は，政林省関係の研究員や博物館の学芸員・動物園の技術者が多く ，会社

員 主婦は僅かて、あった。しかし，近年では，県・市町村の自然保護行政の担当者，民間公害研究機関の研

究員，また主婦などの受講者が目立って増加している現象がみられる。

4. 専 攻科 目

専攻科目は，！日j占の職業との関係がかなり深いが，刻lliijlにわたって検討してみると次のような傾向がみら

れた。

初期I（昭和 32～33年度）の受講者は教員が圧倒的に多かったが，生物w：攻の教員が占める割合力、多 く，

また，物理 ・化学などいわゆる理科の教員の受講も目立っている。仁j:i則（昭和 40～41年度）は，理学部・

1見学部なと生物系の学生が 90% 以上を占める傾向があった。しかし，後期（昭和 54～55年度）は，生物

系の受講者が多いものの，非生物理科系及び文科系の学生が多くなっている。後期は，受講者の ＇.＇r攻科円が

多岐にわたってきたことが大きな特徴といえよう （表 7，図 5）。

表 7. 各期における受講者の専攻科目

~そと 初 期l

32年度 I33年度 40年度 I41年度 54年度 ＼55年度

生 中均 A寸Mー 122人 115人 132人 106人 35人 51人

生 学 24 19 16 15 14 23 

林 戸寸主〈〕 4 12 8 3 6 15 
物

水 産 寸－＂＂・ー． 3 6 6 1 6 

系 獣 医 学 2 1 1 4 13 

医学 ・薬学 3 3 12 9 2 

理非 地理・地 学 4 4 1 3 2 4 

科系生物
物理－化学数学 20 19 10 1 8 10 

工学 1 1 1 2 3 

法律 －経済 4 2 4 2 
ヌ；

事立 育 戸－＋ 1 5 6 

干ヰ 文学 ・史学 1 3 1 2 3 10 

系
家 政 学 2 1 2 

社 ぷ：：＆ ρ一M「ら 1 1 2 

計 182 182 192 148 109 155 

無記入者は統計から除いている
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50 100% 

昭和年度

ll~~I 
"I 

自問 由：＇：：： ~女陥
図 5. 専攻科目別にみた受講者の内訳

以上， 当闘で 30 年間にわたり実施してきた生態学講｝~~の受J伴者の居｛l地域 － 職業・専攻科 Fl の 3 つの明

日について分析した。

その結果，それぞれのWIの受講者川の大きな特徴は，次のようなことがL、えそうである。

すなわち，初IUIは，東京都内の理科の教員， 1!1J羽は，東京を1j1心に｜長l東地方の理学部 ・J.'.!J:学部などの生物

系学生，そして後mtは，関東をl~I心 とするも全同各地からの学1_1 ：＿ .教 員 ・ 一般を含めた広い範囲の川へと変

遷していったように分析される。

これは，自然保護あるいは生態学への｜期心のl：ιなまりがれ：会的に広まったことに起因するものと考えられる。

一方， IEの社会教育機関である自然教育園にとっては，近年の傾向は明ましい形へと発展してきたと考えら

れる。

出席率と欠席防止策

講座の申込者数と受講者数に差があること，すなわち出席本の低いことは，事務当局に頭の痛いことであ

った。これまでの講座の：u席率と試みに行なわれた欠席防止策について検討してみた。

llH和 43年度までは，全講座を通して受講してもらおうという題旨で，一定の申込者にはすべての講座が

受講できるような処置がとられていた。H召和 40年度の仔I］をみてみると，会員数約 190人を受付けている。

勿，：命 190人もの数が講義室に収容できるはずはないが， 前年までの II＼席状況から判断してこの数を受付け

たと思われる。しかし友8にもあるように，第一講座円は 89人で 47% と：－H席率はよいが，回を重ねる

ごとに出席ギが 30%前後に孫ち，後半では 10～20% となっている。全体を通しでも：＋1席率はがJ20% で

ある。

また，受講の状況を分析してみると，18講悔のうち， 16回の受講が最高で，2～6回の受講者が多く ，

1回しか受講しないものが 24人であった。さらには， 18議時，,,, 1回も受講しない人が 57人，これは，

11・1込官数のじつに 30% に吋るものである。
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表 8. 講座の受講状況

講座番号 ｜ 申込者数 ｜受講者数 ｜出席 率

1 190人 89人 47% 

2 190 59 31 

3 190 55 30 

4 190 51 27 

5 190 53 28 

6 190 32 17 

7 190 47 25 

8 196 11 6 

9 190 46 24 

10 190 38 20 

11 190 34 18 

12 190 34 18 

13 190 38 20 

14 190 31 16 

15 190 31 16 

16 191 13 7 

17 189 10 5 

18 191 13 7 

到
川
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oo 
cu 

弓
t

q
L
 

4
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’
 

内
、

υ 20 

一昭和 40年度ー

申込回数 受講回数 ｜ 人 数

18 18 。
18 17 。
18 16 

18 15 1 

18 14 2 

18 13 4 

18 12 4 

18 11 3 

18 10 4 

18 9 0 

18 8 9 

18 7 7 

18 6 14 

18 5 10 

18 4 13 

18 3 13 

18 2 19 

18 1 24 

18 。 57 

計 190 

昭和 40年度は，18講座もあったため，連続しての受講は非常に困難があるにしても，あまりに出席状

況がよくなL、。もっとも，昭和 43年度までは，このような申込方法を採用していたので同じような傾向で

あった。

その後，改善策としてilB和 44年度より，希望する講座のみを申し込む方法を燥用してきた。

llB和 44年度を例に見てみると，全講座申込者は圧倒的に多いが，講座数 4～7回としぼって申し込む人

が増加してきている。 しかし， 46人もの無受講者はし、るし，全体の出席率をみても 55% と欠席者はまだ

多い （表 9）。

そこで，欠席防止の方策はなし、ものかと節々検討した結果， 一つの方策として会費徴収という一策をH臼和

50 年度より試みることにした（1 講座当り 300 円，次年度からは 500 円。 なお， ~12和 49 年度まて‘は，

当園の講座・実習関係はすべて無料であった）。

その結果，表9にあるようにH百和 55年度の出席率は 73% に上がり，また，希望する講座を 2～4回に

しぼ、って受講する人が多くなってきている。会費の徴収とL、う欠席防止策によって出席状況は非常によくな

ることは明らかて、あった。

そこで，会費徴収前後 12年間の申込者延数と出席率を比較してみると （図 6）， 会費徴収前 （昭和 44～

49年度）までは，申込者延数が，約 1,400～1,600人， 出席率が 40～50%，会費徴収後（昭和 50～55年

度）は，申込者延数が 500～1,000人と減少したが，出席率は 60～80% と安定して高くなっている。

このように，会費徴収という欠席防止策によって申込者をしぼり出席率を高める効果は確かにあると思わ

れる。しかし，申込者が減少することや， 学生など．の受講者にとっては経済的負担が多いので，今後は，欠

席防止のための別の方策も検討しなければならないと思う。
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図 6.

受講者の要望

これまで統けられてきた議陀会，上りよいものにするために，，：降l坐の最終Hには受講宇；にアンケートを配

イHし，講座に対する袋H！や感氾；！を自 111に記入してもらっている。

112和 47年度の生態学講座におけるアンケート をもとに，受，：，v；必の県守！や 感処！を集計してみた。受”持者

）内に人数73人に対して回収できたものは 30人，回収率は 41% であった。記入者が復数の場合は，（

を示した。

なお，11{1荊I47年度の｜二l程 ，；位庄内容，講師Iは友4の通りである。この年はテキスト有料， 会場はIll庁舎

の木造の講義主という条件であった。

全体について

。有立、義であった （13)

。全部｜片｜けなかったのが浅念である （2)

。受講料を取ってもよい（2)

。もっと広く周知した方がよい

。会'fl無料がよい



。テストをするとよい

JV旧 時H司について

つ適当である（4)

。j也統はきつい （3)

。2週間 くらいがよい

。3月初jめ頃がよい

。夕方か休IIに開催してほしい

ラ時間はちょうどよい

。時！日1が長すぎる

,;,Y;1坐の内容について

。｜納付での；.k習を含めるとし、し、 （5)

ω スライドがあった方がよい （4)

。内容はよい （4)

。もっと白 1IJな雰凶気がほしL、（3)

生態学，：，v;座 30年の歩み

o 講義のH寺11:1配分を考えてほしい （2)

。十市象的である

。調IIかい点にノLり系統的でなL、

。知識を与えるのか，考え方を学河させるのかはっきりさせてほしい

o 教科書的で，もっと新しいぷ；躍を議義してほしい

。もっと深いぷをしてほしい

。講義聞に関連をもたせてほ しい

。難易度がはげしい

。議r:11iを地方からもII千んでほしレ

。京大の人主誕生態の講義がききたい

。ェコロシ－j''i'.動の ， 

。歯rnの生態の ff 

0 !lit也のゴ態系の グ

。境界制j或の グ

。 周辺の学1 ： ~1から見た生態学の グ

。自然、保設と生態学の

テキストについて

。テキストがr:':j1,、（6)

。内容の解説が不 卜分 （4)

。分1111の方がよい （3)

。合本がほしい （2)

οfIHはしかたがない

。図や字を大きく してほしい

。きれいな印刷lである

- 55ー
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~営について

。声がきき とりにくい（3)

。途中で休みを入れてほしい（2)

。スライドが見にくい（2)

。治義のはじまる時聞を守ってほしい

設備について

。暖房が暖か過ぎたり空襲すぎたり難がある

。環境はよい

。机をもっと多く してほしい

。イスの破損をなおしてほしい

。土足厳禁は不便てある

。黒板を大きくしてほしい

。！照明をもっとIJJ'lるくしてほしい

。室内は禁煙にしてほしい

などが要望や感想としてあげられている。

また，対立した芝、このように受講者は，さまざまな人がいるため，いろいろな要望］や感恕がでているし，

よりよい講座に改善していくことが望ましいと忠う。見も少なくなし、。これらの立見をできるだけ取り入れ，

務事座講

講座の原案作成から実施後記録のまとめを行なうまでに約半年かかる。このI詰l，講師との交渉 ・原議のfr

講座の事務とその内容表 10.

発送事務

公文書等タ イプ ・印刷｜

印刷物の作成（外注）

文書の発送

申込受付事務

申込受付と処理

申込者内訳等資料の作成

会員証発送

会場準備・清掃

掲示板等の準備

沢

1. 

｜勾

－文書のとう写印刷l
・要綱の印刷l ・テキス トの印刷

・あて名書き ・発送

容｜勾

実

－会員資絡の有無 ・定員の処理！

・申込者の職業別・学校別・性別内訳

・会員 －非会員の諾否の通知

2. 
施

間

JU] 

古t
3. 

4. • j萄示物の書き込み

実
施
期
間
小

・講座の進行 ・講座の記録 ・出欠表の確認と処理

・パッ チ交付と回収 ・テキス ト等の配布

・講師の食事お茶の準備 ・会員のお茶の準備

．当日会員の人数のl≪i(,j｛｛，、

進行係

会員受付事務

講師・会員の接待

受講者の内訳書平資料frlぷ
渇示物の徹去等

p
h
d
p
O

巧

t
n
E
n
u

－その他－申込者と出席者の比較

．起案・印刷－発送

・謝金の支払い ・印刷物の処理

講座のまとめ事務

講座のまとめ

講師宛礼状

講座にともなう会計事務

10. 実
施
期
間
後 ・在庫品の支出11. 



生態学講座 30年の歩み - 57 -

成，要綱やテキストの印刷，会員の募集・受付会場の準備・清婦，そして実施当日と，莫大な量の事務処理

が必要である。いつごろ，どのような事務があり，また，どのような内容であるか， 表 10，図 7に示した。

今後，他の機関でこのような講座を開催する場合，参考になれば幸いである。

時 期 講師 事務当局 受講者

10月中旬

顧問

ーーーーーーー

I l月 講師

講師所属長

12月

l月

ーーーー －ーー

2月

会場町＊倫・，宵9・
組織（スライド 16－）町占繊伝と

3月

飾｜ャ｜ ぷ｜
講 実

アンケー卜困董 受講者

間師会園田健待信ど

師｜品｜ …講
ーーーーーーー，ー， 謝金

由主払い

図 7. 生態学講座の準備からまとめまで


